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県及び県内市区町村における災害廃棄物処理計画の策定状況

○ 千葉県災害廃棄物処理計画

・ 策定：平成３０年３月

・ 目的：① 大規模災害に備え、あらかじめ想定した災害に対する災害廃棄物発生量などを

示したうえで、災害廃棄物処理に関する県の基本的な考え方を明確にする

② 災害発生初期の混乱を最小限にとどめるために、災害廃棄物を適正かつ円滑・

迅速に処理するために必要な国、県、市町村、関係団体の役割等を示す

  ③ 市町村が災害廃棄物処理計画を策定するに当たり必要な事項を示す

・ 令和８年度中の改定に向けて作業中

○ 市町村の災害廃棄物処理計画

・ 令和５年度末までに全市町村において策定済み
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県の災害廃棄物処理計画で用いている被害想定①

○ 千葉県北西部直下地震（平成２６・２７年度千葉県地震被害想定調査）

・ 概要：防災・減災対策の主眼に置く地震

○ 房総半島東方沖日本海溝沿い地震（平成２６・２７年度千葉県地震被害想定調査）

・ 概要：東北地方太平洋沖地震の割れ残り領域で、津波被害を想定する地震

○ 三浦半島断層群による地震（平成１９年度千葉県地震被害想定調査）

・ 概要：活断層による地震

全壊・焼失 倒壊 半壊

揺れ 液状化 急傾斜地 火災 揺れ 揺れ

被害建物棟数 約 53,200 約 1,700 約 150 約 26,200 約 5,000 約 14,220

全壊 半壊

被害建物棟数 約 2,900 約 6,700

全壊

揺れ 液状化 急傾斜地

被害建物棟数 4,839 424 160
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県の災害廃棄物処理計画で用いている被害想定②

○ 千葉市直下型地震（首都直下地震の被害想定と対策について（最終報告））

・ 概要：首都直下地震モデル検討会において 都市部での建物被害が最大となるケース

 

○ 成田空港直下型地震（首都直下地震の被害想定と対策について（最終報告））

・ 概要：首都直下地震モデル検討会において 郊外部での建物被害が最大となるケース

○ 延宝房総沖地震（首都直下地震の被害想定と対策について（最終報告））

・ 概要：首都直下地震モデル検討会において 津波被害が最大となるケース

全壊 半壊

木造 非木造 木造 非木造

被害建物棟数 37,040 716 201,452 2,560

全壊 半壊

木造 非木造 木造 非木造

被害建物棟数 30,113 268 181,804 1,407

全壊 半壊

木造 非木造 木造 非木造

被害建物棟数 14,064 149 37,079 361
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民間団体等との協定の締結状況等

○ 地震等大規模災害時における災害廃棄物の処理等に関する協定

締結先：一般財団法人千葉県産業資源循環協会

内 容：災害廃棄物の撤去、収集・運搬及び処分に係る協定

○ 地震等大規模災害時における被災建物の解体撤去等に関する協定

締結先：千葉県解体工事業協同組合

内 容：被災した建物等の解体等に係る協定

○ 災害時における一般廃棄物の収集運搬に関する協定

締結先：一般社団法人千葉県環境保全センター

内 容：一般廃棄物の収集・運搬に係る協定

○ 災害時における復旧・復興等の支援業務の実施に関する協定

締結先：一般社団法人日本補償コンサルタント復興支援協会

内 容：損壊家屋の公費解体業務支援に係る協定
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県で実施している研修等

○ 災害廃棄物対応初任者研修

災害廃棄物対応の基本的な考え方や災害廃棄物処理計画の概要等

○ 災害廃棄物担当者会議

県の過年度事業の実施結果及び今後の事業実施予定等

○ 千葉県被災自動車研修会

被災自動車の対応や仮置場面積等の検討方法等

○ 災害廃棄物仮置場実地研修

仮置場の基礎知識やレイアウト作成演習、仮置場の設置・運営の実地

○ 災害廃棄物仮置場候補地点検事業

  市町村の仮置場候補地について、Ｒ１やＲ５の経験などから実効性を点検
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